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大宮中学校前に『滝原ふれあいの里公園』とテニスコートが

新しく整備されました。



議会事務局　℡86-2248大紀町議会副議長　辻原　雄司 大紀町議会議長　元坂　明

第
１
回
定
例
会

　

令
和
４
年
第
１
回
大
紀
町
議
会
定
例
会
を
、
３
月
７
日
か
ら
24
日
ま
で
の
18
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

７
日
は
、
条
例
改
正
や
条
例
廃
止
な
ど
を
審
議
し
、
22
日
に
は
、
６
人
の
議
員
が
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

23
日
に
は
、
２
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
、
令
和
３

年
度
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
そ
の
後
の
議
会
の
役
員
改
選
で
は
、
議
長
に
元
坂
明

議
員
、
副
議
長
に
辻
原
雄
司
議
員
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
各
常
任
委
員
、
議
会
運
営
委

員
が
選
任
さ
れ
る
な
ど
、
議
会
の
新
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
町
議
会
活
動
並
び
に
町
政
各
般
に
わ
た
り
、
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
私
た
ち
は
、第
１
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

議
長
並
び
に
副
議
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
町
政
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
、
ま
た
、
公
正
か
つ

円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
ま
ん
延
す
る
中
、
本
町
に
お
き

ま
し
て
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済
に
甚
大
な
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
治
療
薬

の
開
発
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
使
用
が
認
め
ら
れ
た
経
口
治
療
薬
も
出
て
き
ま
し
た
。

一
日
で
も
早
く
環
境
が
整
備
さ
れ
、
再
び
安
心
し
て
生
活
で
き
る
日
常
が
戻
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
こ

れ
か
ら
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
や
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
災
害
対
策
な
ど
、

課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
伴
う
税
収
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
歳
入
の
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
な
ど

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
福
祉
や
子
育
て
支
援
、

教
育
の
充
実
、
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
、
山

積
す
る
課
題
に
全
議
員
の
力
を
結
集
し
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
て
、

鋭
意
努
力
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
議
案
審
議

　

審
議
結
果
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
令
和
４
年
度
大
紀
町
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
）及
び
水
道
事
業
会
計
予
算

…
す
べ
て
原
案
可
決

■
令
和
３
年
度
大
紀
町
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

険
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
）補
正
予
算

…
す
べ
て
原
案
可
決

■
大
紀
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

…
原
案
可
決

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
大
紀
町
職
員
の
期
末
手
当
の

支
給
率
の
引
き
下
げ
、
ま
た
、
国

家
公
務
員
の
制
度
に
合
わ
せ
る

等
、
職
員
の
各
手
当
に
つ
い
て
も

変
更
を
行
う
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
町
長
等
の
給
料
、
旅
費

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決
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国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
大
紀
町
職
員
の
期
末
手
当
の

支
給
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
特
別
職
の
期
末
手
当
の
支

給
率
に
お
い
て
も
同
様
の
措
置
を

講
じ
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

…
原
案
可
決

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
大
紀
町
職
員
の
期
末
手
当
の

支
給
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
大
紀
町
議
会
議
員
の
期
末

手
当
の
支
給
率
に
お
い
て
も
同
様

の
措
置
を
講
じ
る
た
め
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
大
紀
町
職
員
の
期
末
手
当
の

支
給
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
大
紀
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
に
お
い

て
も
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

■
大
紀
町
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

…
原
案
可
決

　

大
紀
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

職
の
区
分
及
び
職
務
内
容
を
整
理

し
た
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
委
員
会
の
委
員
等
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

…
原
案
可
決

　

大
紀
町
学
校
運
営
協
議
会
が
設

置
さ
れ
た
た
め
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

町
民
税
の
個
人
均
等
割
の
税
率

の
軽
減
措
置
を
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
条
項
ず
れ
や
文
言
等
所
要
の

整
備
を
行
う
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
使
用
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

大
紀
町
地
域
特
産
物
直
売
施
設

（
山
海
の
郷
紀
勢
）
の
農
林
水
産
物

直
売
施
設
と
食
材
供
給
施
設
の
使

用
料
を
見
直
し
た
た
め
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

大
紀
町
立
柏
崎
わ
か
ば
保
育
園

の
廃
止
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

…
原
案
可
決

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
未
就

学
児
の
均
等
割
の
保
険
税
の
軽
減

を
図
り
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
の
改
正
に
伴
い
、
賦
課
限
度
額

を
国
の
基
準
と
同
水
準
に
改
め
、

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運

営
の
県
一
元
化
に
伴
い
、
大
紀
町

国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
基
盤

の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
国
民
健
康
保
険
税
率
を
見
直

し
た
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
防
災
行
政
無
線
通
信
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
工
事
に
伴
い
、
基
地
局
、
中
継

局
等
の
設
置
位
置
を
変
更
、
撤
去

し
た
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
消
防
団
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

消
防
組
織
法
第
18
条
第
２
項
に

基
づ
き
、
消
防
団
の
組
織
を
規
則

で
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

…
原
案
可
決

　

大
紀
町
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

を
目
的
と
し
て
、
年
報
酬
の
引
き

上
げ
、
出
動
報
酬
の
創
設
、
そ
の

他
手
当
等
の
見
直
し
を
行
う
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

■
大
紀
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
津
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
国
民
健
康
保
険
高
額
療

養
費
貸
付
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ

い
て

…
原
案
可
決

　

高
額
療
養
費
限
度
額
適
用
認
定

証
の
普
及
に
よ
り
、
診
察
費
用
に

係
る
被
保
険
者
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
基
金
条
例

の
設
置
意
義
が
な
く
な
っ
た
た

め
、
本
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

■
伊
勢
市
と
の
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
の
変
更
に
つ
い
て…

原
案
可
決

　

伊
勢
市
と
の
間
に
お
い
て
締
結

し
た
、
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
こ

と
に
伴
い
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
が
必
要
な

た
め
、
審
議
し
ま
し
た
。

■
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

叶
越
線
、
神
原
中
道
線
及
び
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藤
ヶ
野
３
号
線
を
町
道
と
し
て
認

定
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

…
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
は
次
の
皆
さ

ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

・
小
山
敬
三
さ
ん（
崎
）

・
宮
原
浩
美
さ
ん（
滝
原
）

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て

…
原
案
可
決

　

航
路
上
の
安
全
を
考
慮
し
た
結

果
、
中
堤
防
の
開
口
部
を
80
ｍ
か

ら
105.6
ｍ
へ
変
更
と
し
、
そ
れ
に
伴

い
、
契
約
金
額
が
変
更
と
な
り
、

議
会
の
議
決
が
必
要
な
た
め
、
審

議
し
ま
し
た
。

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

…
同
意

議
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
監
査
委
員

は
、
中
桐
周
平
議
員
に
決
ま
り
ま

し
た
。

一
般
質
問

■
次
の
と
お
り
議
員
８
名
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

辻
原
雄
司
議
員

（
１
）
元
心
交
苑
の
施
設
の
再
利
用

に
つ
い
て

　

元
心
交
苑
の
建
物
に
つ
い
て
今

後
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
る
の

か
、
ま
た
再
利
用
さ
れ
る
の
か
町

長
の
お
考
え
を
お
尋
ね
致
し
ま

す
。

（
２
）
県
道
７
４
７
号
打
見
大
台
線

の
改
良
工
事
に
つ
い
て

　

国
道
42
号
線
に
つ
な
が
っ
て
い

る
大
切
な
生
活
道
路
で
も
あ
り
今

後
の
改
良
工
事
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

村
田
あ
っ
と
議
員

（
１
）
我
が
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
安
全

対
策
に
つ
い
て

　

保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

一
般
町
民
の
安
全
対
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
？

　

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の

か
？

①
最
近
大
紀
町
で
、
出
た
コ
ロ
ナ

は
、
デ
ル
タ
株
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
ど
ち
ら
が
主
流
か
、
そ
の
症
状

は
ど
う
な
の
か
？

②
前
回
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
今
回
の

コ
ロ
ナ
対
策
で
変
更
し
た
対
策
の

説
明
を
求
め
ま
す
。

　

（
保
育
園
｛
登
園
自
粛
｝、
小
学

校
、
中
学
校
、
一
般
町
民
の
対
策

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
処
を
変

更
し
た
の
か
詳
し
く
説
明
し
て
く

だ
さ
い
）

③
一
般
の
住
民
が
コ
ロ
ナ
に
か

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
症
状
が
出
た

時
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
良
い

の
か
、
広
報
10
月
号
に
発
熱
な
ど

の
病
状
が
あ
る
場
合
・
・
・
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
再
度
町
民
に

分
か
り
や
す
く
具
体
的
な
詳
し
い

説
明
を
求
め
ま
す
。

（
２
）
柏
崎
わ
か
ば
保
育
園
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て

　

保
育
園
の
跡
地
を
ど
の
よ
う
に

利
用
す
る
の
か
。
町
長
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

元
坂　

明
議
員

（
１
）
国
民
健
康
保
険
事
業
の
在
り

方
と
制
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
平
成
30
年
度
か
ら
の
財
政
支
援

の
拡
充
等
を
柱
と
し
て
国
民
健
康

保
険
制
度
の
改
革
が
行
わ
れ
、
県

と
市
町
が
共
同
保
険
者
と
な
っ
て

運
営
し
て
い
ま
す
が
、
三
重
県
29

市
町
に
お
け
る
保
険
税
と
医
療
費

の
本
町
の
順
位
と
一
般
会
計
繰
入

金
の
内
容
に
つ
い
て
。

②
保
険
税
引
き
上
げ
に
至
っ
た
経

緯
と
被
保
険
者
へ
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
。

③
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
る
医
療

費
給
付
費
等
の
増
加
が
今
後
も
見

込
ま
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
国
保

財
政
強
化
に
向
け
た
医
療
費
の
抑

制
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

（
２
）
令
和
３
年
９
月
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
そ
の
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

①
野
原
農
業
用
水
路
に
つ
い
て
。

　

七
保
地
区
で
一
番
遅
れ
て
い
る

様
に
思
い
ま
す
。
早
急
に
取
り
組

ん
で
、
県
、
国
へ
の
予
算
を
お
願

い
し
た
い
。

②
野
原
水
道
に
つ
い
て
。

　

計
画
が
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。
今
後
の
見
通
し
を
。

③
野
原
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
。

　

そ
の
後
の
県
と
の
協
議
に
つ
い

て
。

中
世
古
健
議
員

（
１
）
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
問
題
に
つ

い
て

　

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
、

町
の
対
策
は
有
る
の
か
。

（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て

①
大
紀
町
で
の
直
近
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
は
。

②
こ
の
感
染
症
の
大
紀
町
の
経
済

へ
の
影
響
は
。

③
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
使
用
状

況
は
。

中
桐
周
平
議
員

（
１
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
つ
い
て

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現

状
に
つ
い
て
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
役

場
本
庁
に
移
転
さ
せ
、
窓
口
を
一

本
化
さ
せ
る
事
に
つ
い
て
。

③
厚
生
労
働
省
が
推
奨
す
る
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
に
し

た
介
護
、
福
祉
、
医
療
の
包
括
的

な
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ

い
て
。

（
２
）
大
内
山
地
区
の
荒
廃
し
た
用

水
路
の
改
良
に
つ
い
て

　

大
内
山
地
内
、
西
の
野
地
区
用

水
路
の
改
良
に
つ
い
て
。

大
東
政
司
議
員

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て

①
３
回
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進

行
状
況
に
つ
い
て
。

②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
「
い
つ
で
も
、

誰
で
も
、
何
回
で
も
、
無
料
で
」

受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い

て
。

③
感
染
し
た
人
に
対
す
る
何
ら
か

の
補
助
策
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

（
２
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導

員
及
び
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
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賃
金
引
き
上
げ
措
置
の
予
算
化

を
求
め
る
。

（
３
）町
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

①
町
長
就
任
か
ら
、
丸
一
年
が
経

過
し
、
服
部
町
長
が
初
め
て
本
格

予
算
を
編
成
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
選
挙
の
時
に
か
か
げ
た
公
約

と
の
関
連
を
問
う
。

村
田
英
紀
議
員

（
１
）
大
滝
峡
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い

て①
コ
ロ
ナ
前
５
年
間
（
２
０
１
９

年
以
前
）
の
年
別
の
利
用
者
数
の

状
況
に
つ
い
て
。

　

・
利
用
者
の
種
別
（
町
内
外
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
個
人
の
区
分
、

学
校
・
各
種
団
体
な
ど
）

　

・
年
間
稼
働
日
数　

１
日
当
た

り
の
最
多
宿
泊
者
の
人
数　

１
日
当
た
り
の
最
少
宿
泊
者

の
人
数

　

・
各
年
の
売
上　

各
年
の
経
費

（
人
件
費
、
設
備
維
持
費
等
）

　

・
営
業
活
動
等
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
た
か

　

・
総
ス
タ
ッ
フ
数
（
主
要
な
ス

タ
ッ
フ　

何
名　
　

繁
忙
時

の
補
助
的
な
ス
タ
ッ
フ　

何

名
）

　

・
稼
働
日
の
１
日
当
た
り
の
ス

タ
ッ
フ
数

　

・
現
状
の
予
約
方
法

②
現
状
の
運
営
で
一
体
年
間
何
名

ほ
ど
の
集
客
が
あ
れ
ば
、
収
益
が

上
が
る
の
か
。（
損
益
分
岐
点
の

人
数
）

③
町
と
し
て
は
今
後
キ
ャ
ン
プ
場

を
ど
の
よ
う
な
運
営
を
行
っ
て
い

く
考
え
な
の
か
。

　

現
状
の
ま
ま
な
の
か
、
も
し
く

は
変
更
を
考
え
て
い
る
の
か
？

　

変
更
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
以
下

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
？

　

・
集
客
方
法

　

・
稼
働
期
間

　

・
予
約
受
付
の
方
法

　

・
施
設
の
利
用
料

　

・
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

　

・
運
営
方
針

（
２
）Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て

①
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
。

　

・
当
町
の
小
中
学
校
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
（
在
宅
）
は
行
っ

て
い
る
の
か
？

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
い
つ
か
ら
出

来
る
よ
う
に
な
る
の
か
？

　

・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
す
る
に

あ
た
っ
て
の
課
題
は
何
か
？

　

・
専
門
の
職
員
は
各
学
校
に
配

置
さ
れ
る
の
か
？

②
役
場
内
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
進
ん

で
い
る
の
か
？

③
職
員
・
教
員
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い

て
理
解
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の

か
？

④
今
後
の
大
紀
町
役
場
及
び
教
育

委
員
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
何
か
あ
れ
ば
お
願
い
し

ま
す
。

北
出
幸
一
議
員

（
１
）
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
三

密
の
回
避
、
手
洗
い
の
励
行
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

等
は
基
本
的
な
対
策
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
町
が
今
後
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
し
て
情
報
の
開
示
も

必
要
と
思
わ
れ
る
。
今
後
町
民
に

わ
か
り
や
す
く
広
報
す
る
た
め
ど

う
い
っ
た
方
法
を
考
え
て
い
る
か

①
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
る
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
や
そ
の
変
異
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
対
策
以

外
に
感
染
者
と
の
接
触
を
避
け
る

こ
と
が
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
有

効
な
手
段
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
町
民
は
感
染
に
つ
い
て
は
、

詳
細
な
情
報
を
求
め
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

日
別
年
代
別
の
感
染
者
を
公
開
し

て
い
る
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
な

い
人
の
ほ
う
が
多
い
。
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
で
町
民
へ
の
広
報
手
段

を
検
討
す
る
方
法
を
考
え
ら
れ
な

い
か
。

②
感
染
防
止
対
策
と
今
後
特
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
は
。

大
紀
町
議
会
新
役
員
構
成

◆
総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

委

員

長　

北　

出　

幸　

一

　

副
委
員
長　

村　

田　

英　

紀

　

委　
　

員　

村　

田　

あ
っ
と

　
　
　
　
　
　

出　

口　

真　

吾

　
　
　
　
　
　

元　

坂　
　
　

明

　
　
　
　
　
　

谷　

口　

宏　

嗣

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委

員

長　

大　

東　

政　

司

　

副
委
員
長　

山　

添　

英　

機

　

委　
　

員　

中　

桐　

周　

平

　
　
　
　
　
　

中
世
古　
　
　

健

　
　
　
　
　
　

辻　

原　

雄　

司

◆
議
会
運
営
委
員
会

　

委

員

長　

谷　

口　

宏　

嗣

　

副
委
員
長　

中　

桐　

周　

平

　

委　
　

員　

辻　

原　

雄　

司

　
　
　
　
　
　

北　

出　

幸　

一

　
　
　
　
　
　

大　

東　

政　

司

◆
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

服　

部　

吉　

人

◆
度
会
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

中　

桐　

周　

平

　
　
　
　
　
　

北　

出　

幸　

一

◆
荷
坂
や
す
ら
ぎ
苑
組
合
議
会
議

員
　
　
　
　
　
　

村　

田　

あ
っ
と

　
　
　
　
　
　

中　

桐　

周　

平

　
　
　
　
　
　

中
世
古　
　
　

健

　
　
　
　
　
　

谷　

口　

宏　

嗣

　
　
　
　
　
　

山　

添　

英　

機

◆
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合

議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

辻　

原　

雄　

司

　
　
　
　
　
　

元　

坂　
　
　

明

◆
わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設
組
合

議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

辻　

原　

雄　

司

◆
紀
勢
地
区
広
域
消
防
組
合
議
会

議
員

　
　
　
　
　
　

村　

田　

英　

紀

　
　
　
　
　
　

出　

口　

真　

吾

■
奥
伊
勢
広
域
行
政
組
合
議
会
議

員
　
　
　
　
　
　

北　

出　

幸　

一

　
　
　
　
　
　

元　

坂　
　
　

明

　
　
　
　
　
　

大　

東　

政　

司
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くらしの情報

◇
所
属

　

役　

職　
　
　

氏　

名
（
前
職
）

▼
本
庁

◇
議
会
事
務
局

　

課
長
補
佐　

大
西　

真
也

（
健
康
福
祉
課　

課
長
補
佐
）

◇
総
務
企
画
課

〈
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
〉

　

課
長
補
佐　

中
井　

克
実

（
環
境
水
道
課　

課
長
補
佐
）

　

課
長
補
佐　

中
世
古　

励

（
防
災
安
全
課　

課
長
補
佐
）

　

係
長　
　
　

那
須

由
起
子

（
住
民
課　

主
査
）

◇
税
務
課

　

課
長　
　
　

奥
山　

英
樹

（
商
工
観
光
課　

課
長
）

◇
住
民
課

　

係
長　
　
　

坂
口　

佳
代

（
建
設
課　

主
査
）

　

主
査　
　
　

房
登　

妃
加
里

（
総
務
企
画
課
付　

主
査
）

　

主
事　
　
　

西　
　

咲
希

（
新
規
採
用
）

◇
健
康
福
祉
課

　

課
長　
　
　

藤
原　
　

桂

（
大
内
山
支
所　

支
所
長
）

　

課
長
補
佐　

井
熊　

秀
幸

　
　
　

（
総
務
企
画
課

情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
室

　

課
長
補
佐
）

　

係
長　
　
　

奥
川　

謹
司

（
水
産
課　

係
長
）

　

主
事　
　
　

塩
津　

秀
人

（
新
規
採
用
）

〈
健
康
づ
く
り
室
〉

　

室
長（
保
健
師
）

　
　
　
　
　
　

中
村　

た
か
子

（
健
康
福
祉
課　

保
健
師
）

　

係
長（
保
健
師
）

　
　
　
　
　
　

秀
崎　

太
香
子

（
健
康
福
祉
課　

保
健
師
）

　

係
長（
保
健
師
）

　
　
　
　
　
　

山
口　

尚
子

（
健
康
福
祉
課　

保
健
師
）

　

係
長　
　
　

北
村　

和
子

（
健
康
福
祉
課　

主
査
）

　

係
長（
保
健
師
）

　
　
　
　
　
　

山
下　

知
佳
子

（
健
康
福
祉
課　

保
健
師
）

〈
社
会
福
祉
協
議
会>

　

局
長　
　
　

中
井　

隆
浩

（
健
康
福
祉
課　

課
長
）

◇
環
境
水
道
課

　

課
長　
　
　

平
野　

達
哉

　
　
　

（
教
育
委
員
会
事
務
局

課
長
補
佐
）

　

課
長
補
佐　

清
水　

美
奈
子

（
住
民
課　

課
長
補
佐
）

　

主
事　
　
　

西
村　

欣
展

（
柏
崎
支
所　

主
事
）

◇
商
工
観
光
課

　

課
長　
　
　

玉
木　

謙
治

（
環
境
水
道
課　

課
長
）

　

課
長
補
佐　

大
内　
　

学

　
　
　

（
総
務
企
画
課

情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
室

課
長
補
佐
）

　

係
長　
　
　

西
川　

信
宏

（
議
会
事
務
局　

係
長
）

　

主
事　
　
　

藤
田　

陸
人

（
錦
支
所　

主
事
）

◇
建
設
課

　

主
査　
　
　

玉
井　

正
恵

（
総
務
企
画
課
付　

主
査
）

　

主
事　
　
　

水
谷　

拳
登

（
新
規
採
用
）

▼
錦
支
所

◇
錦
支
所

　

支
所
長
兼
水
産
課
長

　
　
　
　
　
　

増
本　
　

聖

（
水
産
課
課
長
）

　

主
事　
　
　

中
世
古　

一
磨

　
　

（
総
務
企
画
課

財
政
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

主
事
）

◇
水
産
課

　

主
事　
　
　

西
村　

昇
真

（
新
規
採
用
）

◇
防
災
安
全
課

　

課
長
補
佐　

薗
部　

研
介

（
商
工
観
光
課　

課
長
補
佐
）

▼
大
内
山
支
所

◇
大
内
山
支
所

　

支
所
長　
　

岡
本　

浩
一
郎

　
　

（
健
康
福
祉
課

社
会
福
祉
協
議
会　

局
長
）

◇
教
育
委
員
会
事
務
局

　

事
務
局
長　

小
倉　

孝
彦

（
柏
崎
支
所　

支
局
長
）

　

指
導
主
事　

橋
本　

篤
徳

（
新
規
採
用
）

　

課
長
補
佐　

小
島　
　

浩

（
健
康
福
祉
課　

課
長
補
佐
）

▼
柏
崎
支
所

◇
柏
崎
支
所

　

支
所
長　
　

小
倉　

光
晴

（
教
育
委
員
会
事
務
局　

局
長
）

　

課
長
補
佐　

西
川　
　

憲

（
建
設
課　

課
長
補
佐
）

◇
七
保
支
所

　

主
事　
　
　

中
川　

大
輝

（
健
康
福
祉
課　

主
事
）

▼
保
育
園

◇
大
宮
保
育
園

　

園
長　
　
　

奥
山　

富
子

（
柏
崎
わ
か
ば
保
育
園　

園
長
）

　

保
育
士　
　

筒
井　
　

香

（
な
な
ほ
保
育
園　

保
育
士
）

　

保
育
士　
　

田
中　

愛
美

（
柏
崎
わ
か
ば
保
育
園

　

保
育
士
）

◇
な
な
ほ
保
育
園

　

保
育
士　
　

小
井　

真
里
奈

（
大
宮
保
育
園　

保
育
士
）

◇
大
紀
保
育
園

　

園
長　
　
　

紙
島　

菊
子

　
　
　

（
大
内
山
保
育
園

主
任
保
育
士
）

　

主
任
保
育
士　

谷
口

奈
緒

（
大
宮
保
育
園　

主
任
保
育
士
）

　

保
育
士　
　

加
藤　

美
香

（
錦
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

　

保
育
士
）

　

保
育
士　
　

今
井　

菜
摘

（
大
内
山
保
育
園　

保
育
士
）

　

保
育
士　
　

辻
原　

佳
那

（
大
宮
保
育
園　

保
育
士
）

◇
錦
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

　

園
長　
　
　

山
添　

万
里
子

（
大
内
山
保
育
園　

園
長
）

　

主
任
保
育
士　

岡
井　
　

恵

（
柏
崎
わ
か
ば
保
育
園

　

主
任
保
育
士
）

　

保
育
士　
　

出
馬　

映
美

（
大
内
山
保
育
園　

保
育
士
）

令
和
４
年
度

大
紀
町
人
事
異
動

（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
）
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くらしの情報

4月より組織機構が一部変更になります

問い合わせ　総務企画課　℡86-2212

◆健康福祉課に『健康づくり室』を新設
◆大内山保育園と柏崎わかば保育園を統合し、『大紀保育園』として旧大内山保育園に新設

ロシアへの抗議とウクライナ難民受け入れ支援について
（1） ウクライナへの侵攻を続け、決してあってはならない核兵器の使用をも示唆したロシアの一

連の行動に対し、平和な暮らしを理不尽に奪う軍事侵攻の直ちの中止と、平和的解決に向け
た外交を進めるよう強く求める抗議文を3月9日付で町長と議会議長の連名により在日ロシ
ア連邦大使館に提出しました。

（2） 三重県が表明したウクライナ難民の受け入れに対する支援について、町営住宅等を確保し、
大紀町として協力の申し出を行っています。また、町内の事業者からも協力の申し出をいた
だいており、避難民の支援を行います。

新
規
採
用
職
員

の
ご
紹
介

　

令
和
４
年
４
月
１
日
で
採

用
さ
れ
た
職
員
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課

塩
津　

秀
人　

　

住
民
の
方
々
の
支
え
に
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

住
民
課

西　
　

咲
希　

　

町
民
の
方
に
頼
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
指
導
主
事

橋
本　

篤
徳　

　

大
紀
町
の
子
ど
も
た
ち
の

為
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

水
産
課

西
村　

昇
真　

　

元
気
よ
く
町
民
の
皆
様
と

挨
拶
を
し
、
自
分
の
力
で
今

よ
り
少
し
で
も
町
を
明
る
く

し
た
い
で
す

建
設
課

水
谷　

拳
登　

　

し
っ
か
り
仕
事
を
覚
え
、
早

く
職
場
に
慣
れ
る
よ
う
に
精

一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

▼
退
職
者

◇
令
和
４
年
３
月
31
日
付

　

税
務
課

参
事

　
　
　
　
　
　

服
部　
　

克

　

錦
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

園
長

　
　
　
　
　
　

小
倉　

三
智

　

錦
支
所　

課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　

中
桐　
　

幸

　

錦
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

　
　
　
　
　
　

中
世
古　

ま
な
み

　

農
林
課　

山
林
監
守
人

　
　
　
　
　
　

喜
畑　

正
之

　

大
宮
中
学
校　

用
務
員

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

直
美

　

大
紀
小
学
校　

調
理
員

　
　
　
　
　
　

加
藤　

淳
子

　

大
宮
保
育
園　

園
長

　
　
　
　
　
　

奥
村　

み
の
り

　

錦
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

保
育
士

　
　
　
　
　
　

奥
山　

茉
萌
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まちの話題まちの話題

　2月25日　長年にわたり教員として子供
たちの育成に尽力された功績により、中桐
邦男さん（大内山）が瑞宝双光章を受章され、
服部町長から勲章と勲記が伝達されました。
　中桐さんは、教員として勤められ旧大内
山小学校長を最後に退職されました。

中桐邦男さん瑞宝双光章を受章

　3月11日　見並幸和さん（打見）が、社会教育
の推進に多年にわたり貢献されたことが認めら
れ、令和3年度東海北陸社会教育委員協議会連
合会より表彰されました。
　本来は、全国大会・東海北陸社会教育研究大
会石川大会の中で表彰式が行われる予定でした
が、新型コロナウイルス感染症の影響で、県外
被表彰者の表彰式が中止となったため三重県社
会教育委員連絡協議会の山口恵照会長より表彰
状と記念品が七保支所で伝達されました。

見並幸和さん社会教育推進表彰

　3月16日　大宮小学校で、伊勢・度会・志
摩地域の小学校の代表校として園芸委員会
を中心に全校児童で取り組んだ、「人権の花
運動」の活動に対して津地方法務局伊勢支局
長木下様より園芸委員長の松永こなつさん
に感謝状が贈呈されました。

大宮小学校人権の花運動感謝状贈呈

　3月14日　役場本庁で全国大会に出場する
小学生ソフトボールチームの度会イーグル
ス所属の大紀小5年安川凛太くん、奥伊勢松
阪リトルシニア所属の大宮中2年玉井陸斗く
ん、松阪リトルシニア大紀中2年加藤一路く
んに服部町長からそれぞれ激励金が交付さ
れました。

全国大会激励金交付式
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まちの話題まちの話題

　3月24日　柏崎わかば保育園で閉園式が行
われ、これまで総勢622名の園児を送り出し
てきた、42年間の歴史に幕を下ろしました。
　この日は卒園式も行われ、式典の最後に
は卒園児を含む参加者全員でバルーンリ
リースも行いました。

柏崎わかば保育園閉園式

　3月27日　滝原ふれあいの里公園とテニスコートが完成し、竣工式が行われました。みな
さまの憩いの場としてご活用ください。また、同日、大内山B＆G海洋センタープールのリ
ニューアルオープン式典も行われました。プールは、健康の維持増進にぜひ、ご利用ください。

滝原ふれあいの里公園竣工式とB＆G海洋センタープールリニューアル

令和4年度大紀町ボランティア活動支援補助金の募集令和4年度大紀町ボランティア活動支援補助金の募集

問い合わせ　総務企画課　℡86-2212

　ボランティア活動支援補助金は、魅力あるまちづくりを奨励することを目的にボランティア
活動を行う団体を支援します。

※書類審査を行い、応募件数が多数の場合は、予算の範囲内で調整させていただきます

対象団体
２名以上で構成された営利を目的としない団体であって、代表者が大紀町内
に住所を有すること。

活動内容
特定の地域や特定の団体のみならず、大紀町全体の活性化につながる活動や
まわりの住民を巻き込んだ活動とし、まちづくりに寄与することを目的とす
る自主的な活動であること。

補助金額
補助経費の対象は、自主的な活動を行うために必要な経費としており、上限
を10万円として予算の範囲内において補助します。（飲食代等は補助対象外
とします。）

募集期間 令和４年５月１０日（火）まで

提出書類
①補助金等交付申請書　②収支予算書　③事業活動計画書　④会員名簿
※①と②は大紀町ホームページからダウンロードすることができます。

滝原ふれあいの里公園 大内山B＆G海洋センタープール
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くらしの情報

令和4年度の町税・料金の納期一覧

納 付 月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

納 付 期 限
（口座振替日） 5月2日 5月31日 6月30日 8月1日 8月31日 9月30日 10月31日 11月30日 12月26日 1月31日 2月28日 3月31日

町 県 民 税
（普通徴収）※

1 期
全期 2期 3期 4期

固 定 資 産 税 1 期
全期 2期 3期 4期

軽 自 動 車 税
（種別割） 全期

国民健康保険税
（普通徴収）※

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 11期 12期

介 護 保 険 料
（普通徴収）※2

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

（普通徴収）※2
1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

（地方税法に準ずる・町条例に基づく）

問い合わせ　町県民税・固定資産税・軽自動車税（種別割） 税　務　課　℡86-2215
　　　　　　介護保険料 健康福祉課　℡86-2216
　　　　　　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料 住　民　課　℡86-2217

口座振替のご案内

口座から自動的に支払われますので手間がかからず、納め忘れもありません。
また、一度手続きをすれば継続的に利用可能です。

申込方法

町指定金融機関（百五銀行・三十三銀行・伊勢農業協同組合・桑名三重信用金庫・東日本
信用漁業協同組合連合会・みずほ銀行・ゆうちょ銀行）の窓口で、通帳、お届け印、納税
通知書等をご持参のうえ、届出が必要です。

町税・料金の納期一覧と口座振替のご案内町税・料金の納期一覧と口座振替のご案内

※ 普通徴収と特別徴収　　
　 【普通徴収】口座振替や町から送付される納付書で納める方法　
　 【特別徴収】給与や年金から天引きされる方法

※2 介護保険料及び後期高齢者医療保険料の引落日は、毎月25日となります。

●納付期限（各納付月末日）が土日祝日の場合は翌平日になります。
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くらしの情報

国民年金の広場国民年金の広場
◆国民年金保険料が変更になります
　令和4年4月分から国民年金保険料（月額）が変更になります。

国民年金保険料（月額） 令和3年度 令和4年度
16,610円 16,590円（20円減）

◆国民年金保険料の納付方法のご案内
①口座振替　
　口座からの引き落としによる納付
　金融機関等に行く時間を省略でき、前納や早割の適応で保険料が割引されるのでおトクです。
②クレジットカード
　継続的にクレジットカード会社から立替納付
　（口座からの引き落とし日はクレジットカード会社により異なります。）
③電子納付（Pay-easy）
　 Pay-easyに対応している金融機関のATMまたは、インターネットバンキングの画面で納付書に記

載されている番号を入力するだけで納付可能です。（お取り扱い可能な金融機関に限りがあります）
　詳しくはPay-easyのホームページをご確認ください。

問い合わせ　伊勢年金事務所　℡0596-27-3601
　　　　　　住民課　　　　　℡86-2217

児童扶養手当・特別児童扶養手当のご案内児童扶養手当・特別児童扶養手当のご案内

問い合わせ　住民課　℡86-2217

◆児童扶養手当
　 父母の離婚などによる、ひとり親家庭等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図

るための制度。
　対象：18歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にある児童を養育されている方

◆特別児童扶養手当
　身体や精神に障がいのある20歳未満の児童の福祉の増進を図るための制度。
　対象： 身体や精神に障がいのある20歳未満の児童を監督・保護している父もしくは母、また

は父母にかわって児童を養育している方。
手当の種類 令和4年度（月額）

児童扶養手当 全部支給 43,070円
一部支給 43,060円～10,160円

特別児童扶養手当 1級 52,400円
2級 34,970円

※各手当には、支給についての所得制限などがあります。

～防災だより～～防災だより～　町内の消火栓ホース格納箱について　町内の消火栓ホース格納箱について

問い合わせ　防災安全課　℡73-3318

　現在、写真のように盗難防止対策として町内全ての消火栓ホース格納箱に
蛍光テープで鉢巻をしております。火災の際は、人の力で簡単に切れるテー
プですのでご承知ください。
　また、火災も発生していない時にテープが外れている等の場合は、お手数
ですが最寄りの役場支所か防災安全課までご連絡ください。
　皆様のご理解ご協力をお願い致します。
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くらしの情報

4月1日から消費生活相談窓口が変わります4月1日から消費生活相談窓口が変わります
　大紀町と伊勢市は、令和4年3月に消費生活相談に関する協定を締結したことにより、大紀町
の住民の方も、4月1日から伊勢市消費生活センターで専門の相談員による相談を受けることが
できるようになります。相談は無料、秘密厳守です。

問い合わせ　総務企画課　℡86-2212

受付時間 平日（祝日を除く）午前9時から正午、午後1時から午後4時

場 所 伊勢市役所本庁東館3階（伊勢市岩淵1丁目7番29号）

相談方法 電話・来庁またはメール

伊勢市消費生活センターホームページ

専用電話 0596-21-5717

F A X 0596-22-5014

メ ー ル syouhi@city.ise.mie.jp

※相談受付時間中は局番なし「188」でも繋がります（ナビダイヤル通話料がかかります）

大紀町国民健康保険税額決定のお知らせ大紀町国民健康保険税額決定のお知らせ
　平素は町行政並びに国民健康保険事業にご理解ご協力を賜り誠にありがとうございます。

　令和4年度の国民健康保険税率が決定しましたのでお知らせ致します。

問い合わせ　住民課　℡86-2217

　なお、本年度の保険税の4月分（1期）から6月分（3期）は昨年度の所得等において、仮に算出さ

れ、本来の保険税額は所得等が確定する6月にて改めて算定されますので、7月には決定された

所得等にて、令和4年度の課税計算が行われ保険税が確定致します。

　仮に算定されました4月分から6月分の課税額を差し引いて、残りの7月分（4期）から翌年3月

分（12期）に振り分けられ納めて頂くこととなります。

　国保加入者の皆様のご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

医療分 ① 支援金分 ② 介護分 ③ 計 ①+②+③

所 得 割 率 4.24% 2.64% 1.64% 8.52%

資 産 割 率 34.1% 16.1% 9.1% 59.3%

均 等 割 額 17,200 円 6,200 円 7,700 円 31,100 円

平 等 割 額 13,600 円 10,600 円 5,400 円 29,600 円

賦課限度額 65万円 20万円 17万円 －

法改正により、賦課限度額の医療給付費分及び後期高齢者支援金分がそれぞれ引上げられました。
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くらしの情報

大紀町公営住宅・町営住宅入居者募集のお知らせ大紀町公営住宅・町営住宅入居者募集のお知らせ

問い合わせ　建設課　℡86-2247

　公営住宅・町営住宅の入居者を募集いたします。

　入居を希望される方は、大紀町役場本庁建設課までお申し込みください。

1.募集場所　　≪公営住宅≫※家賃月額　公営住宅法第16条により算出した額

　　　　　　　　　　■大内山岡ヶ野第2団地　大紀町大内山3672番地　木造2階建

　　　　　　　　　　　世帯用1戸　延床面積 79.5㎡/戸

　　　　　　　　　　■大内山大津団地　大紀町大内山981番地3　鉄骨2階建

　　　　　　　　　　　世帯用2戸　延床面積79.5㎡/戸

　　　　　　　　　　■大内山菅谷第2団地　大紀町大内山1135番地6　木造平屋

　　　　　　　　　　　世帯用1戸　延床面積79.5㎡/戸

　　　　　　　≪町営住宅≫※家賃月額　世帯用：25,000円、単身用：15,000円

　　　　　　　　　　■大内山菅谷第１団地　大紀町大内山6796番地　鉄骨構造

　　　　　　　　　　　世帯用1戸：延床面積46.2㎡/戸・単身用2戸：延床面積23.1㎡/戸

2.敷　　金　　家賃月額の3ヶ月分

3.入居予定　　令和4年6月中旬

4.申込期間　　令和4年4月18日（月）～5月12日（木）　（月～金曜日　午前8時30分～午後5時）

5.選考方法　　書類実情調査等

6.入居資格　　（1）町内に住所又は勤務場所を有すること（町営住宅）

　　　　　　　（2） 独立の生計を営み、収入を有し、条例に基づいて定める家賃及び敷金を支払

う能力を有する方

　　　　　　　（3）現に同居し、又は同居しようとする親族があること（世帯用のみ）

　　　　　　　（4）現在、住宅に困窮していることが明らかな方

　　　　　　　（5）諸税、諸納付金を常に完納している方

　　　　　　　（6）申込者又は同居しようとする親族が暴力団員でないこと

7.資格の喪失　　・入居決定後、入居者が暴力団員であることが判明した場合

　　　　　　　・家賃を3ヶ月以上滞納したとき　ほか

8.そ の 他　　・家家賃のほかに共益費が必要となりますのでご承知ください

　　　　　　　・入居に際し消耗品の負担が生じる場合があります

　　　　　　　・申し込みに際し入居資格等の詳細については、建設課へお問い合わせください

　　　　　　　・申込書は建設課及び各支所にあります

　　　　　　　　なお、申込書の提出は建設課へお願いします
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くらしの情報

大紀町鳥獣被害防止対策協議会狩猟免許取得費等補助金のご案内大紀町鳥獣被害防止対策協議会狩猟免許取得費等補助金のご案内

問い合わせ　農林課　℡86-2246

　鳥獣による農林水産物への被害防止捕獲活動を強化するため、令和4年度に狩猟免許を新規取
得する方に免許取得事前講習会の受講料を補助します。

ほかにも要件がありますので、詳しくは、役場農林課までお問合せください。

補助金額 上限13,000円

補助要件

（一部）

①　町内に住所を有し新規に免許を取得する者

②　免許取得後に三重県ならびに大紀町猟友会へ入会すること

③　 鳥獣による農林水産物への被害防止捕獲のために狩猟登録し、

有害捕獲活動を行うこと　　　　　　　　　　　　　　　　等

第20回アビリンピックみえ　参加者募集第20回アビリンピックみえ　参加者募集
　障がい者が日ごろ培った技能を互いに競い合うことにより、その職業能力の向上を図るとと

もに、企業や社会一般の人々が障がい者に対する理解と認識を深め、その雇用の促進を図るこ

とを目的として開催します。

問い合わせ　（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構
　　　　　　三重支部　障害者業務課　℡059-213-9255

日 時 6月25日（土）　午前9時30分から正午

場 所 ポリテクセンター三重（四日市市西日野町4691）

競技種目
パソコン文書作成・パソコン表計算・電子機器組立・喫茶サービス

ビルクリーニング・製品パッキング・オフィスアシスタント

申込期限 4月1日（金）から5月13日（金）

参 加 料 無料

福祉・保育のおしごと相談福祉・保育のおしごと相談
　福祉・保育の仕事に興味のある方、就労をお考えの方お気軽にご相談ください。（予約優先）

予約・問い合わせ　三重県社会福祉協議会　三重県福祉人材センター　℡059-224-1082

会　　　場 ハローワーク伊勢

日　　　時 毎月第3水曜日　午後2時から午後4時
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こんにちは保健師ですこんにちは保健師です

問い合わせ　健康福祉課　保健師　℡86-2216

　5歳から11歳の方の新型コロナワクチン接種対象の方には接種券を送付しました。接種を希
望される方は、接種券に同封の案内をご覧いただき予約をしてください。

◆使用するワクチン
　ファイザー社の5～11歳用のワクチンを使用します。
　通常、3週間の間隔をあけて、合計2回接種します。

＜保護者の方へ＞
　お子様の接種には、保護者の方の同意と立ち合いが必要です。
　接種券に同封の説明書をお読みいただき、予診票には保護者の署名をお願いいたします。

ワクチン接種に関する相談
◆みえ新型コロナウイルスワクチン接種ホットライン　℡059-224-2825
　ワクチン接種を受ける方を対象に、ワクチン接種に関する質問や相談を受け付けています。
※午前9時から午後9時まで対応　(土曜日・日曜日・祝日を含む)
※ 電話での相談が難しい場合は、メール（vaccine@pref.mie.lg.jp）またはFAX（059-224-

2344）でご相談ください。

◆夜間窓口　℡︓050-3185-7947（AI音声技術による自動応答）
　※午後9時から翌午前9時まで対応（土曜日・日曜日・祝日を含む）

◆新型コロナウイルスワクチン副反応相談窓口　℡059-224-3326
　 5歳から11歳のお子様へのワクチン接種前後の副反応に関する質問や相談を受け付けていま

す。ワクチン接種を受けた後、帰宅後などに副反応を疑う症状がみられた際にも保護者等が
相談できる窓口です。

※24時間対応　(夜間、土曜日、日曜日、祝日を含む)
※対応言語　(日本語、英語、中国語、韓国語、ポルトガル語、スペイン語)

新型コロナウイルス感染症について㉕新型コロナウイルス感染症について㉕
～５歳から11歳のお子様のワクチン接種について～～５歳から11歳のお子様のワクチン接種について～

　三重病院では、地域住民のみなさまに新型コロナウイルス感染症、感染予防対策に関す
る動画を配信しています。パソコン、スマートフォン、タブレット端末を使って無料で視
聴が可能です。

・配信期間︓令和4年6月30日まで
・リンク先︓https://mie.hosp.go.jp/common/pdf/220214_open-lecture.pdf
・内　　容︓ 日頃からできる感染予防対策、こどもへのワクチン接種について、人形劇を

用いたこども向け感染症予防対策動画

三重病院 市民公開講座（ウェブ）のお知らせ三重病院 市民公開講座（ウェブ）のお知らせ

お問合せ　三重病院 管理課 感染管理室 教育研修室　℡059-232－2531（代表）
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　固定資産税
　国民健康保険税
　介護保険料
　水道料金

4月の納税など 町のすがた　3月末現在

人口 7,792人

男 3,717人

女 4,075人

世帯数 3,878戸

大紀町行政チャンネル番組表大紀町行政チャンネル番組表 123chで放送中!!

6:00
季節の風景・文字放送

15:00 すぽっと大紀
7:00 16:00 季節の風景・文字放送8:00 17:00
9:00 すぽっと大紀 18:00 すぽっと大紀
10:00 特別番組（不定期） 19:00 特別番組（不定期）
11:00 しろのないた海 20:00 季節の風景・文字放送
12:00 すぽっと大紀 21:00 すぽっと大紀
13:00 季節の風景・文字放送 22:00 季節の風景・文字放送14:00 しろのないた海 23:00

編集・発行　大紀町役場 総務企画課 情報デジタル推進室　三重県度会郡大紀町滝原1610-1

　　　　　　TEL　0598（86）2212　FAX　0598（84）8568　　

　　　　　　メール　som@town.mie-taiki.lg.jp　大紀町ホームページ　http://www.town.taiki.mie.jp

時間差で発生する巨大地震に備えましょう︕
～「南海トラフ地震臨時情報」～

問い合わせ　防災安全課　℡73-3318

　南海トラフでの地震は、過去の発生状況から、大きな地震の後に連続して大地震が発生す
る場合があります︕　気象庁では、時間差での大地震などに備え、南海トラフ巨大地震の想
定震源域で異常な現象を観測した場合に、「臨時情報」を発表します。これが、「南海トラフ
地震臨時情報」です︕

　この情報には「調査中、巨大地震警戒、巨大地震注意、調査終了」の４種類があり、「巨大地震警戒」が
発表された場合は、後発する地震に備え海辺の住民対象に一週間の強制避難（避難指示）を発令します︕
また、巨大地震注意の場合は「日頃からの備えを再確認」など、南海トラフ地震臨時情報の内容により町
より防災情報を呼びかけますので、呼びかけ等に応じた防災対応をお願いします︕（詳しくは、町のＨ
Ｐ等をご覧ください）

※ 今年、令和4年1月に政府から今後40年間の間に南海トラフ地震が発生する確率は90％と発表さ
れました。

※防災安全課では、令和4年度、災害対策用の補助金制度を創設いたします。
　一人一人の防災力を高めるため皆様のご活用をお願いします。（※町のホームページ掲載予定）


